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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2021年5月14日に公表いたしました2022 年３月期第２四半期累計期間及び通期業績予想につい

て下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 通期業績予想の修正 

 

① 2022 年3月期 第２四半期（累計）連結業績予想の修正(2021年4月1日～2021年9月30日) 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ）  
百万円 

6,790 

百万円 

370 

百万円 

310 

百万円 

180 

円 銭 

23.11 

今回修正予想（Ｂ）  7,700 520 480 370 47.51 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  910 150 170 190 － 

増 減 率（ ％ ）  13.4 40.5 54.8 105.6 － 

(ご参考)前期実績 

（2021年3月期 第2四半期） 
5,992 21 △69 △11 △3.97 

 

② 2022 年3月期 通期連結業績予想の修正(2021年4月1日～2022 年3月31日) 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ）  
百万円 

14,270 

百万円 

800 

百万円 

700 

百万円 

440 

円 銭 

56.49 

今回修正予想（Ｂ）  15,180 950 870 630 80.89 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  910 150 170 190 － 

増 減 率（ ％ ）  6.4 18.8 24.3 43.2 － 

(ご参考)前期実績 

（2021年3月期） 
13,768 508 351 350 48.52 

 

 



 

 

 

２． 個別業績予想値について 

 

① 2022年3月期 第2四半期（累計）個別業績予想の修正(2021年 4月1日～2021年 9月30日) 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ）  
百万円 

4,010 

百万円 

200 

百万円 

150 

百万円 

140 

円 銭 

17.98 

今回修正予想（Ｂ）  4,780 350 300 290 37.23 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  770 150 150 150 － 

増 減 率（ ％ ）  19.2 75.0 100.0 107.1 － 

(ご参考)前期実績 

（2021年3月期 第2四半期） 
3,813 52 4 127 22.84 

 

② 2022 年3月期 通期個別業績予想の修正(2021年4月1日～2022 年3月31日) 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ）  
百万円 

8,390 

百万円 

480 

百万円 

390 

百万円 

380 

円 銭 

48.79 

今回修正予想（Ｂ）  9,470 680 560 540 69.33 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  1,080 200 170 160 － 

増 減 率（ ％ ）  12.9 41.7 43.6 42.1 － 

(ご参考)前期実績 

（2021年3月期） 
8,749 375 285 446 63.15 

 

３．修正の理由 

当第２四半期連結累計期間は、国内・海外ともに新型コロナウィルス感染の影響からの回復基調が継続し、

対前回予想より増収、増益の見込みとなりました。 

年間でも国内売上は堅調に推移すると見込まれるため、国内中心の個別決算予想は第2四半期(累計)及び通

期個別予想とも好転を反映し業績予想を修正いたします。 

一方では当社海外事業の主要地域であるタイ・ベトナムでは、新たに新型コロナウィルスの感染拡大による

影響が懸念されるなど不確定要因も多く、通期連結業績予想の年度後半分については当初の連結業績予想を据

置きといたしました。 

 

※本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


